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関する研究」平成 20 年度分担研究報告書． 

 

田部井由紀子，長谷川道弥，岩崎則子，岡崎輝江，仲真晶

子，矢野一好：東京都における日本脳炎ウイルス自然感染

率に関する研究，平成 20 年度厚生労働科学研究費補助金・

新興・再興感染症研究事業「我が国における日本脳炎の現

状と今後の予防戦略に関する研究」平成 20 年度分担研究報

告書． 

 

神谷信行，灘岡陽子，嶋村保広，井部明広，大石充男：地

方衛生研究所における食品関連情報の効率的活用に関する

研究，厚生労働科学研究「食品衛生関連情報の効率的活用

に関する研究」平成 20 年度分担研究報告書． 

 

前田秀雄，神谷信行，岸本剛，尾崎由姫惠，加藤政彦，森

田幸雄，鈴木智之，堀元栄詞，小野塚大介：地方衛生研究

所の疫学機能強化に関する研究，厚生労働科学研究「地域

における健康危機に対応するための地方衛生研究所機能強

化に関する研究」平成 20 年度分担研究報告書 

 

神谷信行，灘岡陽子，梶原聡子，池田一夫，阿保満，岸本

剛，山田文也，川本薫，中野道晴，高階光榮，佐藤智子，

塩原正枝，鈴木智之，中村廣志，高橋裕明，堀元栄詞，小
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野塚大介：地方衛生研究所（地方感染症情報センター）の

視点からのサーベイランスの評価と改善，厚生労働科学研

究「効果的な感染症サーベイランスの評価並びに改良に関

する研究」平成 20 年度分担研究報告書． 

 

中江大：抗悪性腫瘍薬の非臨床安全性試験方法等の国際的

最適標準化に関する研究，平成 20 年度厚生労働省科学研究

費補助金・医薬品医療機器レギュラトリーサイエンス総合

研究事業「国際的標準化を目指す医薬品等の品質，有効性

及び安全性に関する研究」分担研究報告書． 

 

中江大：既存添加物の 90 日間反復投与毒性試験に関する研

究，平成 20 年度厚生労働省科学研究費補助金・食品の安心

安全確保推進研究事業「既存添加物の安全性評価に関する

研究」分担研究報告書． 

 

冨士栄聡子，小輪瀬勉，小西浩之，高橋保雄，宇佐美美穂

子，栃本博，鈴木俊也，小杉有希，猪又明子，楠くみ子，

山本宣和，石上武，保坂三継：東京都における放射能調査， 

第 50回環境放射能調査研究成果論文抄録集（平成 19年度），

153-156, 2008. 

 

井部明広，大石充男，下井俊子，観公子，森内理江：地方

衛生研究所における原因不明食中毒事例等への対応に関す

る研究，厚生労働科学研究「食品衛生関連情報の効率的な

活用に関する研究」平成 20 年度分担研究報告書． 

 

遠藤明，渡邉敬浩，米谷民雄，松田りえ子，石崎松一郎，

井部明広，門間公夫，尾花裕孝，吉光真人：フグ鑑別試験

法の信頼性確保に関する研究（最終報告書），平成 19 年度

厚生労働科学研究費補助金・食品の安心・安全確保推進研

究事業「検査機関の信頼性確保に関する研究」分担研究報

告書． 

 

船山惠市，建部晴美，牛尾房雄，菊谷典久，牛山博文，井

部明広：島しょ地区特産品食品成分表，東京都島しょ保健

所栄養ハンドブック，2009.3. 

 

小西良子，伊藤嘉典，青山幸二，甲斐茂美，田端節子，田

中敏嗣，中島正博，法月廣子，小木曽基樹，前田守，和田

文晴：カビ毒を含む食品の安全性に関する研究，食品中の

カビ毒汚染実態に関する研究，カビ毒を含む食品の安全性

に関する研究，平成 20 年度総括･分担研究報告書，17-31, 

33-58, 2009. 

 

中里光男，河村葉子：器具・容器包装に残存する化学物質

に関する研究，平成 19 年度厚生労働科学研究「食品用器具

・容器包装，乳幼児用玩具及び洗浄剤の安全性確保に関す

る研究」総括・分担研究報告書，平成 20 年 4 月． 

 

遠藤卓郎，泉山信司，猪又明子，百田隆祥：環境水中のク

リプトスポリジウム検出のための LAMP 法，RT-LAMP 法

の検討，厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理

対策総合研究事業「飲料水の水質リスク管理に関する統合

的研究」平成 20 年度分担研究報告書． 

 

中川順一，大石向江，三栗谷久敏，橋本秀樹，佐々木由紀

子，井部明広：平成 20 年度第 27 回東京都衛生検査所精度

管理事業報告，平成 20 年度第 27 回東京都衛生検査所精度

管理事業報告書，2009 

 

佐々木由紀子：自主検査に関するアンケート調査結果，健

康安全研究センター多摩支所広域監視課ハサップシステム

講習会，東京，2009 年 2 月． 

 

 




